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江
沼
郡
熊
坂
村

在
泊
部
時
坂
村

江
泊
榔
穂
坂
村

江
沼
郡
右
村

江
川
山
部
敷
地
村

江
沼
郡
三
ツ
村

江
泊
郡
南
郷
村

江
泊
郡
長
谷
凶
村

江
川
旧
制
上
限
村

江
沼
郡
四
十
九
院
村

江
沼
郡
山
代
村

江
泊
州
制
加
茂
村

江
沼
部
庄
村

江
沼
郡
宮
原
村

江
泊
部
塚
町
村

江
泊
制
帰
京
村

江
泊
制
且
津
村

江
泊
榔
箆
屋
村

江
泊
郡
山
中
村

江
沼
郡
山
中
村

能
楽
部
串
村

能
美
郡
山
申
茶
屋
村

能
喪
郡
日
米
村

シ
ン
ジ
ヨ
ウ
新
庄

石
川
郡
富
樫
庄
に
あ
る
部

前
。
今
は
上
新
庄
・
下
新
庄
に
別
れ
て
ゐ
る
。
新
庄

の
名
は
、
も
と
の
皆
様
庄
に
射
し
て
夏
に
新
立
の
庄

附
の
義
で
あ
ら
う
。

シ
ン
ジ
ヨ
ウ
新
庄

鹿
島
郡
一
背
庄
に
闘
す
る

部
孫
。
シ
ン
ジ
ヨ
ウ

新
庄

天
正
十
年
九
且
六
日
前
回

利
家
の
石
清
水
八
麟
宮
に
鹿
島
都
新
庄
村
七
十
依
の

地
を
お
施
し
た
文
容
が
あ
る
。
こ
の
新
庄
は
同
じ
〈

天
正
十
四
年
十
且
朔
日
の
潟
地
紋
に
鮫
川
八
幡
村
と

徳

音

寺

唯

然

寺

阪

取

寺

勝

林

寺

空

活

寺

殻

願

寺

町
閉
山
水
寺

町
臥
寒
寺

法

問

寺

仰

願

寺

事

光

寺

正

願

寺

凶

来

寺

明

敬

寺

抑
制
名
寺

恩

防

寺

興

宗

寺

西
附
照
寺

照

明

寺

時
脱

却

む

寺

光

玄

寺

光

林

寺

山明一
徳

寺

な
っ
て
ゐ
て
、
後
の
八
岬
刷
新
庄
の
う
ち
八
幡
村
で
あ

る
。
八
脇
村
の
石
清
水
八
幡
宮
領
は
、
院
長
十

一
年

十
月
品
川
八
目
前

m利
長
の
時
、
鳳
至
郡
光
村
三
十
五

石
を
以
て
代
へ
ら
れ
た
。

シ
ン
シ
ョ
ウ
イ
ン

奥
田
…
院

加
賀
桜
木
第
三
代

前
回
利
常
の
女
宮
掛
の
法
獄
。
詳
し
く
は
民
間
院
呑

議
宗
春
大
郷
。
文
民
性
院
に
も
作
弔
。
元
利
七
年
正

且
金
得
域
に
誕
生
、
寛
永
十
九
年
九
月
十
ご
日
八
候

{
呂
怨
忠
親
王
の
妃
と
な
り
、
W
H
文
ご
証
八
月
三
十
二

日
京
都
に
姥
じ
、
題
柄
青
野
町
山
な
る
先
考
利
協
の

筑
側
に
問
醐
詳
し
た
。
そ
の
御
惑
は
明
治
三
十
六
年
一
一

周
五
臼
宮
内
省
の
管
制
に
帥
判
じ
た
。
兆
凶
二
二
一
泊
方

米
。シ
ン
ジ
ヨ
ウ
カ
ナ
ヤ
マ
サ
イ
キ
ヨ

新
庄
金
山
裁

許

越
中
新
川
郡
な
る
新
庄
金
山
裁
許
は
、
覧
文
三

年
新
庄
御
馬
廻
小
川
文
兵
衛
の
命
ぜ
ら
れ
た
の
が
初

で
あ
ら
う
。
天
利
ご
年
前
聞
こ
代
目
ザ
左
衛
門
に
命
ぜ

ら
れ
、
同
年
締
役
し
て
内
際
市
恭
が
之
に
代
り
、
後

元
政
に
国
土
っ
て
二
人
姉
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

シ
ン
シ
ョ
ウ
ジ

早百円詮
寺

て
、
四
興
宗
京
阪
に
因
す
る
。

シ
ン
シ
ョ
ウ
ジ

民
照
寺

臥
黒
部
宅
凶
に
在
っ

て
提
宗
官
民
振
に
臨
す
る
。
笛
寺
内
に
は
到
底
印
塔
類

似
の
石
塔
が
あ
る
。

シ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ

毘
乗
寺

金
問
木
，
新
保
に
在
っ

て
、
良
町
田
東
一
献
に
因
す
る
。
初
め
石
引
聞
に
在
っ
た

が
、
天
和
二
年
今
の
地
に
移
っ
た
。

シ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ

良
成
寺

金
抑
上
小
川
町
に
在

っ
て
、
妙
遊
山
と
蹴

L
、
日
蓮
宗
に
臨
す
る
。
寺
記

に
、
正
保
四
年
妙
成
寺

十
五
代
日
係
小
松
に
創
玄

L
、
市
町
治
ご
年
金
揮
に
判
じ
、
党
支
十

一
年
今
の
地

に
寺
を
建
て
た
と
あ
る
。

シ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ

良
成
寺

河
北
純
一
一
品
松
に
在
つ

能
楽
部
白
怖
に
在
つ

M 

四
三
八

J
タ
イ
ト
ウ

待
万
。

て
、認
宗
一
以
涯
に
邸
す
る
。
も
と
道
場
で
あ
っ
た
が
、

明
治
十
ご
年
二
月
寺
蹴
の
公
務
を
剖
刑
さ
れ
た
。

シ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ

民
海
寺

臥
束
郡
合
一
耐
に
在
っ

て
、
国
叫
宗
一
地
一
献
に
因
す
る
。

シ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ

毘
浮
寺

珠
洲
郡
悶
黒
丸
に
在

っ
て
、
民
宗
商
振
に
留
す
る
。

シ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ

信
誠
寺

て
、
田
川
一
宗
東
振
に
回
す
る
。

員
罷

石
川
郡
松
任
に
在
つ

シ
ン
ゼ
ン

梅
田
出
制
。

シ
ン
ゼ
ン
コ
ウ
ジ
新
善
光
寺

珠
洲
郡
深
脇
に

在
っ
て
、
開
閉
土
宗
に
関
す
る
。
能
驚
名
跡
志
に
、
『
新

諮
光
寺
と
云
う
て
滞
土
宗
あ
り
。
本
傘
は
信
州
醤
光

寺
前
立
同
木
間
作
の
億
倣
也
。
臼
の
京
座
よ
り
二
尺

L
v
v
n
y
a
T
タ

の
御
聞
記
也
。
厨
子
に
到
子
附
け
て
そ
の
ま
L
あ
り
。

正
且
十
六
日
・
七
月
十
六
日
開
帳
あ
り
0
』
と
見
え
、

叉
能
驚
誌
に
は
こ

の
寺
宇
一
も
と
同
郷
市
，
岡
山
に
在
っ

た
と
す
る
。
」
イ
チ
ノ
セ
市
，
誠
(
珠
洲
〉
。

シ
ン
ゼ
ン
ジ

民
善
寺

臥
京
都
四
位
に
在
っ
て
、

異
宗
斑
仮
に
闘
す
る
。

シ
ン
セ
ン
ワ
ク
ン
カ
イ

新
撰
和
訓
解

前

回

綱

紀
が
問
巾
式
如
に
命
じ
て
録
上
せ
し
め
た
も
の
で
あ

る
が
、
現
存
し
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。

シ
ン
ダ
イ

身

盟

身

代

の
列
車
4

で
‘
家
涯
の
義
。

『
婚
組
前
養
子
引
移
之
節
、
衣
服
諸
道
具
之
用
意
等

過
分
に
磁
用
相
胤
師
、
以
之
外
身
師
之
院
と
相
成
候
取

に
候
。
』
な
ど
L
見
え
る
。

ジ
ン
ダ
タ
ニ

紳
田
谷

臥
芸
術
天
川
山
・岩
坪
山

南
方
の
渓
谷
で
、
そ
の
水
石
休
場
附
近
キ
九都
J
L
河
原

田
川
に
注
ぐ
。

ジ

ン

ダ

チ

陣

太
刀

f
v

カ
タ
カ
イ

Y

Y
ゼ

y

苦在

シ
ン
シ
ョ
ウ
ポ
ウ

民
性
坊

金
湖
町
車
問
提
性
坊

小
路
に
臨
り
、
金

m一忠則
N{E
の
中
衆
常
勤
め
る
天
台

山
伏
で
あ
っ
た
。

シ
ン
シ
ョ
ウ
ポ
ウ
シ
ョ
ウ
ヂ

異
性
坊
小
路
回
出

来
初
小
路
と
も
暫
く
。
金
持
緊
町
松
附
小
路
の
上
に

航
び
、
山
伏
異
性
的
の
邸
地
が
あ
っ
た
協
の
艇
で
あ

る
。
明
治
四
年
四
且
戸
籍
編
成
の
際
、
此
の
附
廷
を

都
ベ
て
拙

m
Mと
し
た
。

シ
ン
ジ
ン
リ
ュ
ウ

深
甚
流

草
深
甚
四
郎
。

箆
盛

J
ク
サ
フ
カ
ジ
ン

シ
ロ
ウ
シ
ン
セ
イ

恒
椛
。

シ
ン
セ
イ

翼
政

誌
は
凶
忽
。
石
川
郷
吉
際
の

人
。
俗
姓
柑
世
間
氏
。

十
四
山
以
州
の
伏
見
守
に
入
り
、

快
支
阿
附
梨
に
附
都

L
、
迭
に
提
言
の
出
現
秘
を
緩
め

て
耐
以
寺
巾
興
の
砲
と
な
っ
た
。
延
貸
五
日
開
。
十
二
且

廿
五
日
六
十
九
歳
で
段
。

シ
ン
セ
イ
ト
ウ
シ
ヨ
プ
ヲ
キ
レ
イ

新
製
頭
書
服

忌
令
一
問
。
天
保
元
年
山
附
版
母
籍
侃
若
。
慨
に

山
附
本
版
忌
令
と
い
ふ
。
元
文
元
年
詐
府
改
定
の
服

忌
令
に
、
加
賀
拙
附
が
布
悲
し
た
法
令
及
び
近
例
等
を

肱
出
頭
に
註
し
た
も
の
で
あ
る
。

シ
ン
セ
イ
へ
イ
テ
ン
ギ

新
製
平
天
儀

天

保

十

一
年
金
持
の
人
米
室
白
祐
の
製
し
た
も
の
で
、
天
文

測
定
例
去
で
あ
る
。
新
製
平
天
儀
俗
解
一
郎
も
同
年

出
版
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ー
コ
ウ
セ
イ

シ
ン
主
テ
マ
チ
新
竪
町

金
相
仰
の
別
名
。
竪
町

の
後
に
生
じ
た
協
の
棋
で
あ
る
。
畏
町
が
も
と
竪
河

原
町
で
あ
っ
た
如
く
、
新
聞
耳
町
も
初
は
河
原
で
あ
っ

た
の
青
埋
め
立
て
た
も
の
で
あ
る
。

シ
ン
生
テ
マ
チ
ヒ
ロ
ミ

新
竪
町
庇
見

枝

管

今

の
枝
町
は
穣
多
の
尉
住
所
で
、
隠
見
と
捺
す
る
地
は

そ
の
頃
の
茶
枇
聞
で
あ
っ
た
と
い
は
れ
る
。

シ
ン
チ
マ
チ
新
地
町

金
都
浅
野
川
訓
駐
附
近

の
磁
名
。
音
は
此
の
附
近
悉
く
河
原
で
あ
っ
た
が
、

鹿
安
四
担
稲
荷
僚
に
在
っ
た
稲
荷
榊
祉
を
こ
与
に
移


